
〈小学部〉

１ 目標
○ 一人ひとりがよりよく生きていけるために、基本的な生活習慣や生活のリズムを整え、人や物への興味関心

を広げながらコミュニケーション力の基盤を培い、健やかな体や気持ちを育てる。
・生活リズムを整え、健康で安全に生活する力を培う。
・先生や友達とのかかわりを受け入れたり応えたりし、かかわり合いを広げたり楽しんだりする力を培う。
・先生と一緒に身体を動かしたり、自らコントロールしたりする力を培う。
・自分の感情を表したり、先生や友達に伝えたりして、個々に応じたコミュニケーションの力を培う。
・人や物への興味関心を広げ、やってみようという気持ちを膨らませ、活動や学習に参加する力を培う。

２ 学習指導
○ 学習形態
◇ 学年区分・学級単位を基本とするが、領域や教科によっては、個別、グループ別、低学年・高学年別、学部

合同等の様々な学習形態をとる。
◇ 児童の実態の障害の状態や特性等に応じてグループ別に学習する。
Ａ課程
主に小学校教育課程に準ずる学習を行う。

Ｂ課程
主に教科学習を中心に行う。児童の実態に応じて習熟度を考慮した学習内容を設定する。

Ｃ課程
主に領域・教科を合わせた学習を中心に行う。

Ｄ課程
主に自立活動を中心に学習する。

○ 自立活動
◇ 生命の保持及び健康管理に関する指導を重視し、学習活動の基盤となる感覚の活用や対人関係の形

成等の向上を図る。
◇ 自立活動の指導は個別の指導計画に基づいて学校教育活動全体を通じて行う。

○ 特別の教科 道徳
◇ 各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密にしながら、学校の教

育活動全体を通じて行い、毎日の生活や学習の場面で共に考え、豊かなかかわりや体験を通してよりよ
く生きていこうとする力を高める。

○ 学級活動
◇ 児童の自発的、自主的な活動を助長し、明朗で自主的な生活態度を養う。

○ 交流及び共同学習
◇ 方針
・児童の経験を広め、積極的な態度を養うとともに、社会性、豊かな人間性を育むために、地域の小学校の
児童や地域の人たちと活動を共にする機会を積極的に設ける。

◇ 努力点
・児童の実態を踏まえ、積極的に活動に参加・参画する態度を養う。
・開かれた学校を目指し、地域社会とのつながりを深める。
・居住地校のそれぞれの児童が障害のある子どもへの理解を深め、共に生きる社会を目指す福祉への啓発
活動の基礎を築く。
・活動や経験を共有する中で、共に生きていく上で必要な態度や能力を育てる。
・望ましい交流及び共同学習の在り方を研究する。

◇ 学校間交流
・交流相手校 奈良市立辰市小学校（奈良市西九条町1-7-1）

３ 進路支援

○ 個々のニーズに応じた「個別の教育支援計画」の作成を進め、さまざまな社会資源を活用しながら、力を育
む。また、関係諸機関と連携しながら、地域の中で生きるための相談や情報提供などを行う。

○ 各市町村教育委員会と連携しながら、児童の実態や家庭の状況に応じた教育の場が選択できるよう、本人
・保護者に対して情報提供及び相談活動を行う。



４ 週時間割表

○ 小学部低学年時間割表（C・D課程）
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○ 小学部高学年時間割表（C・D課程）
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※斜線で分かれている時間は、上段が４月～９月、下段が１０月～３月の時間割。
※R4年度４月現在、高学年にC課程の在籍児なし。


